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昭
和
の
城
づ
く
り
「
総
合
公
開
国
」
は
、
総
合
体
育
館
や

ふ
れ
あ
い
動
物
鐙
な
ど
、
す
べ
て
の
施
設
が
完
成
し
、
一
二

月
二
十
二
臼
落
成
式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
美
術
@
文
化

の
殿
堂
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
た
「
平
塚
市
美
術
館
」

が
一
ニ
月
二
十
六
白
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
、
春
休
み
を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
苫
い
。

平
塚
市
奨
術
館
の
全
豪

人D 246，614人

波孝普 段設事葬

(平成 3年 2月 1日現在)

市
民
の
待
重
久
し
か
っ
た
平
塚
っ
た
作
品
を
鰻
示
し
ま
す
。
日
本
芸
、
彫
刻
な
ど
の
作
品
を
製
作
す

市
美
術
館
は
、
図
書
館
の
北
側
、
薗
で
は
、
近
代
日
本
画
を
代
表
す
る
ア
ト
リ
エ
ち
が
あ
り
ま
す
。

通
産
省
工
業
試
験
場
跡
地
に
党
一
成
る
安
回
収
彦
の
「
呂
食
可
市
内
ま
た
、
向
中
田
に
閲
覧
で
き
る
凶

し
ま
す
。
夜
伎
の
溺
家
工
藤
帝
人
の
(
蝶
の
書
コ
ー
ナ
ー
や
、
ビ
デ
オ
情
報
コ

美
術
館
は
、
「
湖
南
の
美
術
・
階
段
」
な
ど
、
洋
箇
は
平
塚
市
生

1
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

光
」
が
メ
イ
ン
テ
!
?
で
、
湖
南
ま
れ
の
画
家
鳥
海
青
児
の
代
表
作
。
常
設
展
額
資
料
大
人
二
百
円
、

ゆ
か
り
の
頭
家
た
ち
の
コ
レ
ク
シ
「
石
だ
た
み
」
や
、
岸
田
鋭
生
、
高
校
a

大
学
生
吉
田
川
、
小
島
中
学

ヨ
ン
が
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。
曲
岡
鉄
五
部
の
作
品
を
展
示
し
ま
生
五
十
円

展

示

室

は

二

室

あ

り

、

企

醤

展

す

。

。

向

開

館

記

念

展

観

覧

科

大

人

八

と
常
設
展
が
間
同
時
に
問
機
で
さ
ま
ま
た
、
年
四
回
の
展
示
替
え
に
百
円
、
高
校
・
大
学
生
六
百
円
、

す
。
企
蔵
展
は
関
抽
出
記
念
と
し
て
よ
り
、
明
治
以
降
の
日
本
近
代
美
小
@
中
学
生
四
百
円
(
こ
の
料
金

三
月
二
十
六
日
か
ら
「
ス
イ
ス
・
術
の
流
れ
と
、
沼
南
に
ゆ
か
り
の
は
常
設
展
開
問
賃
料
を
含
む
)

ブ
チ
・
パ
レ
美
術
努
富
里
を
あ
る
扇
求
の
一
作
品
を
わ
か
り
や
す
茨
の
方
々
は
無
料
で
す
}

開

き

ま

す

。

く

展

示

し

て

い

き

ま

す

。

①

先

輩

福

祉

続

設

の

児

童

、

生

徒

こ
の
炭
覧
会
は
、
ロ
レ
ア
入
歯
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
及
び
引
率
者
⑨
精
神
薄
弱
者
と

家
ニ
コ
ラ
ス
・
タ
ル
コ
フ
の
作
必
三
月
一
一
十
七
臼
(
水
)
か
ら
間
同
月
そ
の
介
護
者
③
身
体
障
害
者
季

五
十
点
と
十
九
投
紀
末
か
ら
二
十
二
十
八
日
(
臼
)
ま
で
、
市
内
の
憾
の
交
付
者
と
そ
の
介
護
著
③

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
パ
ジ
を
舞
美
術
八
団
体
に
よ
る
美
術
援
を
繍
六
十
歳
以
上
の
ガ

ム
ロ
に
活
躍
し
た
爾
家
の
作
品
五
十
き
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
宮
間
療
育
予
様
、
身
体
障
害
者
手

点
を
展
示
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
絵
扇
、
彫
綬
、
福
寿
手
帳
等
町
証
明
す
る
物
を

タ
ル
コ
フ
は
、
モ
ス
ク
ワ
生
ま
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
な
ど
の
美
持
参
し
、
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
の
不
世
出
の
蕗
家
で
、
素
朴
さ
術
を
発
表
す
る
場
所
で
す
。
@
休
館
日
毎
遇
月
間
唱
臼

と
温
か
さ
が
作
品
の
特
徴
で
す
。
之
の
外
、
美
術
舘
に
は
デ
ツ
サ
窃
務
館
時
時
同
午
前
9
時
間
叫
分
1

常
設
震
は
、
平
塚
市
美
術
噌
館
の
ン
や
絵
画
、
版
腐
な
ど
の
作
品
を
午
後
4
持
切
分

所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
え
り
す
ぐ
製
作
す
る
ア
ト
リ
エ

A
と
、
陶
ゆ
美
術
館
器
開
謡
お
i
一一一一

て
、
四
月
十
三
日
(
ム
ム
)
か
ら
十

五
日
(
月
)
ま
で
の
三
月
間
、
一

館

般

の

方

々

に

無

料

同

開

放

し

ま

す

。

糊

第

一

1
一
ニ
体
育
室
、
第
一
二
一
武

道
場
、
弓
道
場
、
ト
レ
i
一
一
ン
グ

合総

ル

!

ム

な

ど

、

ぜ

ひ

ご

利

用

く

だ

喝

さ

い

。

(

コ

一

面

参

照

)

引
い
平
塚
市
総
合
公
癒
は
、
市
由
民
の
道
場
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
田
な
ど
の
「
行
う
」
の
ス
ポ
ー
ツ
の
湾
機
能
ふ
れ
あ
い
動
物
閣
は
、
開
顕
在

ぬ
み
な
さ
ん
の
署
名
選
議
に
よ
り
笑
最
後
の
施
設
が
完
成
し
、
十
年
が
を
備
え
て
い
ま
す
。
記
念
し
て
、
一
一
一
月
二
十
九
日

銭
現
し
た
待
望
の
都
市
公
園
で
す
。
か
り
で
全
面
オ
i
ブ
ン
す
る
こ
と
総
合
公
開
幽
は
、
緑
の
木
々
に
腿
(
金
)
か
ら
一
一
一
ふ
一
円
二
日
)
ま

軒
市
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
に
「
昭
に
な
り
ま
し
た
。
ま
れ
で
お
り
、
小
さ
な
動
物
を
集
で
の
一
一
宮
閥
、
平
塚
の
は
ら
っ
ば

ヱ
和
の
域
づ
く
り
」
と
命
名
し
、
昭
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
す
で
に
と
め
た
ふ
れ
あ
い
動
物
題
、
情
緒
費
で
一
関
く
「
ち
び
っ
こ
春
ま
つ
り
」

K

和
五
十
七
年
か
ら
市
民
の
み
な
さ
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
平
塚
球
場
か
な
白
本
庭
園
田
、
子
供
た
ち
に
人
に
併
せ
て
無
料
開
放
し
ま
す
。
ポ

ホ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
1
シ
と
平
一
塚
競
技
場
と
と
も
に
、
県
内
一
気
の
あ
る
親
水
公
慮
、
多
彰
な
健
一
一
!
の
乗
馬
コ
ー
ナ
i
、
子
献
や

マ
ョ
ン
活
動
ゃ
、
災
害
時
の
紡
災
備
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
に
ふ
さ
し
の
で
き
る
ギ
塚
の
は
ら
っ
ぱ
な
子
牛
、
ア
ヒ
ル
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

バ
蓄
庫
、
欽
料
用
の
流
水
タ
ン
ク
等
わ
し
い
施
設
と
な
り
ま
す
。
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
尺
四
季
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
外
ク
ジ
ャ
ク
や

ピ
亭
備
え
た
避
難
広
場
の
機
能
を
持
特
に
、
こ
こ
で
オ
ー
プ
ン
す
る
折
々
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
リ
ス
ザ
ル
、
ァ
ラ
イ
グ
マ
な
ど
が

怒
っ
公
園
と
し
て
、
撃
織
を
進
め
て
総
合
体
育
館
は
、
メ
イ
ン
ア
リ
Y

い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
楽
し
ち
び
っ
子
た
ち
を
待
っ
て
い
ま

き
ま
し
た
。
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
五
十
日
川
公
ん
で
い
ぺ
た
け
る
こ
と
と
恕
い
ま
す
。
(
工
面
参
照
)

こ
の
ほ
ど
、
第
二
期
事
桑
の
総
認
屋
内
温
水
ブ
ー
ル
の
二
一
つ
の
ブ
す
。
総
合
公
題
を
散
歩
が
て
ら
、
ぜ

合
体
育
館
や
テ
二
ス
コ
ー
ト
、
弓
ロ
ッ
ク
で
構
成
訪
れ
、
「
観
る
」
総
合
体
育
館
の
完
成
を
記
念
し
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

雪去さ三宮警交雲大室完完雪之さ習~宥てご高高石高「 みさる合
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〈な〉

す
な
ど
の
安
全
確
認
を
す
る
ほ

か
、
新
入
学
(
関
)
兇
に
対
し
て

は
、
親
が
実
際
の
道
路
上
で
具
体

的
に
手
本
を
示
し
な
が
ら
、
子
供

に
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
一
緒

に
考
え
る
な
ど
し
て
、
交
通
事
故

に
よ
っ
て
大
切
な
致
命
が
響
わ
れ

四
月
五
れ
か
ら
十
一
臼
ま
で
の
一
選
問
、
「
新
入
学
(
鼠
)
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
春
m
V交
通
安
全
運
動
が
、
全
日
出
一
斉
に
行
わ
れ
る
。
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の

時
期
は
子
供
の
交
通
事
故
が
多
く
な
る
た
め
、
親
が
交
通
安
全
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
通
学
路
を

絡
に
歩
い
て
み
る
な
ど
、
も
う
一
度
交
通
安
全
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

平 成3:<'手3.Pl守 58第ヰア6窒苦

放号室自転車の引き取りを

4月に入ると入学、就職、転勤などの

シーズン と な り 、 自 転 車 を 平 埋 駅 周 辺 に

乗り捨てる守比重空自転車'が多くなる。

駅周辺は自転車放鐙禁ょと区域となって

いるため、自転車駐輪場(駅北口、ラス

力、レンタサイクlレポート、紅谷町、錦

町、桃浜町、八三重咲町、駅南口)のご利

用を。

なお、放置された自転車は毎日自転車

保管場に移動し保管している。保管期間

は 2か月となっているので、持ち主の方

は、至急受け取りに来ていただきたい。

番号引き渡し日時 毎週火、木、 t曜日の

午後 1時-._.， 5時

e場 所 白転車保管場(天滋 9 1) 

⑨問い合わせ先交通安全課(内線640)

〈
〉
一
般
法
捧
相
識

3
月
初
日
(
水
)
、
引
日
(
水
)
、

4
月
3
日
(
ホ
)
、
印
呂
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
5
日
時

。
受
記
、
棋
託
、
測
量
相
説

4
月
日
日
(

A

軍
)
、
日
時

t
同
時

〈
〉
一
融
市
民
相
識
毎
臼
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

躍
-
祝
日
・
第
2
a
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
消
費
生
活
相
談

3
月
目
白
(
金
)
、
目
白
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

4
月
5
B
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、

9
時
i
M時

。
定
倒
年
金
相
輯

4
月
日
日
(
木
)
、
叩
時
3
日
時

。
発
明
帯
葉
特
許
相
談

4
月
8
日
(
月
)
、
刊
時
5
日
時

〈
〉
下
一
鵠
取
引
相
談

3
月
詑
日
(
金
)
、
日
時
間
分
S
M時

ch世
宅
相
輯
(
新
築
補
棒
な
ど
)
3
月
四
日
(
火
)
、
日
時
jtp
同
時

宮治

を
警
少
年
相
談
蜜
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
お

i
七
一
一
一
一
一

月
i
金
曜
臼
9
時
jti--M
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
描
み
ご
と
は

b

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
ぉ
;
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
3
日
時
却
分

襖

役

会

綴

お

j
二一一一一一一一一一

〈
〉
心
配
ご
と
柑
酷
毎
週
月
曜
日
、
日
時
5
日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
酷
毎
週
月
i
金
曜
日
、

9
時
，
、
九
時

(
土
曜
日
は
は
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
抑
制
訟
寄
週
日
曜
日
、
日
時
3
日
時

(第
3
E
曜
日
を
除
く
)

。
母
手
相
談
轄
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
i
t叩時

。
寧
鹿
児
童
相
麟
毎
週
月
1
金
躍
目
、

9
時

s
m時

。
高
齢
者
職
難
相
談
毎
週
月
'ι
、
金
曜
日
、

9
時
担
分
3
叩即時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
a
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

〈
〉
一
婦
人
相
談
毎
月
第
3
木
瞳
目
、
四
時
3
日
時
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れし

台て
4 月 13 臼(土)~15 E1 (月)書き

"害1 てコ
総合体育館では 4月16日の一般利用開始に先がけて、館 E こ

内を無料梼放する。今後屋内スポー、ソの拠点となるばかり 京雪

か、市民のみなさんの健康チヱツクやレクリエ ションの ι 局ラ
場となる体育館に、ぜひお出掛けそ寺島

日特別開放日 4月日臼(土) ---15日(lj) " 6.二三
す 利 用で宮る時間午前 9時~今後 9持(援が]ブーJレのみ般 わ

午前 9時30分~今後 8時30分) 忍昆れ
火利用方去 沼署主主
¢ 運動できる服装、シューズ(プールは水泳相、本着)育会

などを着用する。'~

②ラケット、ボールなど、偶人の競技用具は各自持害す百れ

る ム霧
③先着順の利用となるため、利用されるnが多いときは に盤

お待ちいただくことがある。会の
一一ι:ニ;ZL;方は付き添いカ必要と叫 ;jH727ば民主

〔メインアリーナ樹 :L-}事告雲母弐於撃さ富
-J:tjt:Z52J5522;7fztL:37ツト需空室空警賓室号室霊

日仏戸閉すなス iち三三と
く地下 I階〉第 l武道場(柔道)、第 2武道場(lJH 0 五三 宿 る Eテ乗と十し

時~12時なぎなた・ 13時~17時剣道・ 18時~21時空子、 ゑ -1- 主1よ'!'!Cl ]霊て
14 臼 9 時~12時~手冒 13時~17時少林寺準法. 18時~-21 o5 'u' '~さ てF モ主毛布~ヮ
時剣道・ J5 日 9 時~12時なぎなた唱 13時~1?時空日 広とよ つの料あ超サ

シサいすギ時~2J時剣道)、弓退場(弓道・なお、弓道 2 段以下の V) O (.... Y -r:r ¥(> "9 

33すき22?を)昨春需2主主将説室長暗計書;語句22岩石
<H皆〉トレーニングルーム(トレーニング機器30呑霊)対日手物対:? 、 1 3 30ど分時あ ~ と つギし約

・く 3隅〉第 2体育室(凶はバドミントン、 J4へ日は自主票差言語芸書器マ塁 間話 貫誉 主 主義尺己室主豆

ノエミ:ニユ躍(卓球)担ffH訪問 5議弓手伝子荷主
月272T1・2山ブール ;:幸言語害事マ誇白星富 ? 話会 孟 会。勇 三言語

会問い合わせ先総合公濁管現事務所(電話35.~.2233) へヤ)ス品望 み午 孟 2R 4 主 Z 量ま筏

i、活謬鰭護霊臨了 間主選手325f雪言明
i住 5ヨY得税旅滋見守 ，0/1，.，ぷ一、 個義盛和 3 30 1 ト ヨ 30こだ・闇る・ス
卓三門事グ 可 Fr"nペr! ~.~I ¥ .1量二 I時分に 2 I分のお午 hよみ 2テ
内出一一ム品以fP人一-Sl11 r::..a zo_¥ よ ~"・ 1牟う後這シ i寺 i何十つ±妙手ケよ:::¥，-， 11ぉ ;も μ 無 12る ほド 3書 /17」τ ヨ Aiジ

1 蕗J 鶴終 J111 バ ム醐}終日空警か之時経 ZB寺1人 1分令

U .-.7/ 1l11 繍 bi~l' / ~ L醐輔 対午言~ :/キ.______，..;ユ Z子忌届ょ局
で ア.....議後選 ボャ 31ド 午 か い 29

京会午 JL Z手警先主足品車

京;iTi言動 idjI
三るふりさ用い該~J.J ~分ワ)
百のれをいで動品L 29~ ラ

1211i昔話日:
訪日説:話括
主皇室主詩書.童書訟
で了 30 あ 野 寺 蒔 を i 所合 30Jさ

;;iil。ナ521
:品苓与品 ンさ警雪
込雰泌さ雰 喜蓋マ
30 ¥ 8寺¥ v 管午

三手合三ぞ手す長室深雪品全
文イ苦言ケコ二ヲス汗ミな屋草分 30叩

瓦当宗む2会主守護日)々 T
-'5 、カ¥ン大、」 毎 守二ごミ

ーユブバヮ J鳥た 1 濃 桟月

ワンイコキ舎'"<' 円
u チン、v ン<=i U.， s:寵

守三ニミケさと?エミ三 B

;三ンセこ1'. "ジ
ベキ、クャ

立三警護ひらつか平 成3年 3舟守 58(3) 

磯署重助産婦、看護婦、嘩看護婦、看護補助長

草壁掛 免許取得者で採用時45歳未満の方

応募履歴重曹と免許証の写し(看護捕前員は不

要)を市民病院庶務韻(電話32-0015内 線

3194) へ持害する。
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勾
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会
A
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3

3

ふ
制
加

と
入

寝前弼り嘩 3月24日(日)午前10時から市民センタ

一、チケットセゾン、王子ケットピア、ヤンレイレコー

に稲元屋楽器底、サクラ書r&、花水書庖

問い合わせ市民セン安一電話32--2235

。官公庁、商i襲、一般の部予i議会
・と をき 3月31日{勾)午後 0時30分

〈南天白場合は 4月 7日(同に踊延〉

-ところ相対ピル甫償j広場
a 申し込み商工会議所電話22ー2510

0平塚地区労の部予選会
・と き 4月25日(木)午桂6時

・ ところ勤労金瞳
-申 し 込 み 地 区 労 電 話22-5279

0平塚地区間媛の部予選会
-と き 5月四日{金)午後 6時
・ところ動労金輯

・申し込み地混同盟電話21--7140
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(4) 平成3年3~弓守 5日

子供に準備体操を教えるお父さん
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連
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叩
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ロ
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東
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グ
公
式
戦
を
何
回
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も
鋭
戦
で
き
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シ
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ズ
ン
パ
ス
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い
る
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大
人
四
千
円
、
小
人

(
5
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煎

1
中
学
生
)
一
一
千
円
。
通
常
料
金
は
、
↓
試
合
大
人
八
百

円
、
一
百
円
。
問
い
合
わ
せ
総
合
公
園
管
理
事
務
所

一一一一一一一一一

4J寺6E1
出総午前8時30分

平塚八景をはじめ四季の平塚の

風景と行事で、観光宣伝に適切
な作品を募集する

。規格キャピネ以上 4つ 切 り ま で 、 カ ラ ー

スライド 36ミリ(白黒は募集しない)

ぐ:栂め切り 51J 10円(金)

(/送り先・干 254平場市浅間町 9--1 

平塚市総光協会事務局

・rti内カメラ両組合加mv苫
・問い合わせ i出ヱぷ観光係(内線 549)

釣り土量 平塚沖(大量幾~茅ヶ崎)
事 加 資 格 高 校 生 以上

事加料 5，000円

申し込み 改の釣り帝へiil:J高または戎よ活を

・壁 i.({¥丸電話22-5956

浅八丸 11 21-0904 

・庄治郎丸 11 21-1312 

庄三郎丸 /1 21← 1012 

Ii恥、イトわせ 鵡3謀説光係{内綿549)
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・
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明
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・
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(
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7
時
1
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い
る
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迷
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を
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散
歩
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始
末
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き
続
の
着
用
一
を

〈
〉
犬
の
放
し
飼
い
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危
険
・
絶
対
や
め
よ
う

， 1.i-t見公民館

! i't;/_k公開

l中原公民館

jふじみの第一公潟

; J-JH-I乏と[41

金山公民館

!四之官公民館

口向雨;j1日一遊水

t公鼠竹山高1

l 大野公民館

山沢公民館

μ、JII自治会館

ノ¥科書全とw食官

-職務栗原ホームでデ イ サ ピス利用者の介選、介助を行う

・勤務時務 月曜日~金曜日、午前 9時間分~今一後 3時 30分

・賞金主]額4，100内

・資格 4月 1日に50歳未満の健康な女性 2人

・応募 3月20Hま でに市員庄の隠歴を職員課に持事ずる
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け
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語時 3守口器{
9 午前 7時的分間会式

スタート 8時 30分平塚競技場

・ゴール山城中学校

{コ一ス]

第 l[?医〈

第 2告区王域品小学校 大住中学校 74品kmm 

話:3fξ 入:i.主"，.~三校 みずほ小学校 5 叫 m

E紅 4iX みずほ小 r校ず?沢小学校 7.0km

~n 5 ~支 己沢ノj、予校 111城中学校;'i.9km

e 問い合わせ体諜屯抗出 30出)

く〉見総合体簿書官〈電話31-305i") 

。開控種患 を;'I.I:;火、パドミン子、ンハスケッ

ト、軟式岐球 (---16時)、パレー〈日時~)

吟 4)守 1，ヨ(月)午後 1時~午後 8時

.4Yヲ 15日(汚)ノ/

く〉金問公E悪態体苦言霊宮出品31~品〉

く〉金el公E定書官然資童書話出 01(1) 

滅金a 金日公民鮪の開放日ど開放揮汀は同

じ

・開放瞳沼 パレー(9時 --13f明、パドミン

トン、卓球(13時--16時)、パスケット(16

1昨--20休日、

• 3月 18，ヨ(月)午前 9時~午後 8時

・4)寺1El (汚)ノ/

fl15，ヨ(月)ノ

4 !1 3 づく):m1:"1乏と上込n'0:
4什(木:)蛙:.Lj七乏壬上託宣

5 L-l (金三:ctJf.:ミゴ之}lえと宣n
8Llリヲ)大久保公開

9日(火)城島公民館

10[:;j (ホ)|金問公民館

(ンド) メ〈子frJj:;.l0;軒1

12け(金)|市民{公民館

15[， (lJ) I馬人公!剖

16fl (火)太町公民館

17) 1 (ノ1<-) i -J:f>;..}乏と上己会1

1旬U(*l 真F1J神村

1911 (金)町村公倒

20H (土) I平塚保組所

22H (jJ) 月見公開J

23U (火) :主主旧公民館

24U (オ又) i起l詳3 チ土[必

25H (木横内公民館

26[-i (金)金 [J -:L-::-l~i(lì

知[((火) !桃浜公開
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※ 5月分の申し込みは 4T-]1日 9時から
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講
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女
優
か
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講
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、
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「
松
井
須
磨
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」

マ
定
員
朗
人
(
先
著
岐
)

マ
申
込
先
地
域
づ
く
り
諜
婦
人

行
政
推
進
担
当
(
嘗
討
れ
七
五

。υ)

。総意自黙観察金ー審の花を訪ねて

ー期日 4 J'J ? fl (円)

コース 幸野市蓑毛~境問山

・疋員 30入く抽選〉

命申し込み 3月 25dまでに花壇はがきで

Q記念講演金，植物商の諜しみ

日時 4 JJ1Hj (日)日時 30分~16時

会場博物館講堂〈入場自由〉

。講師植物研究家心ρ忠氏

、公開輯時間 9時 -16時五0分

イ本書官自 金芸il'oJlHIi1fJ、月 j未

公博物館 字削喚問町12 電話33.'5111

重罷ヰア6き雪

♂小 E党8 文学

結佑と郷恐 ノk 締

満潮 メアリ-.ウェズνー

冷めない和与さ ノ]、洋 f
Aくqlイ子 木 γ主よ

人間jのむ 森村tは

虎は ねむらない 、ド井和JJI

私にとって神とは 議頗昨

千桑珂作ィ、f攻の鋭 坪本結

中 交 迎域涜"彦

愛の慕標 ~"I ノ
7恋人論 祥i沖カンナ

人事権執行 杉

ダ ワ ン タウン エド唱マクベ{/

すその{患

制と民衆

究領の企業事 グレン

第一ゆく引油危機勃発す

手口

'1'1i湾"戦争と日本

ぎみも業 家 に な れ る

トム・ウォ Jレサー一

淀川長治映画。コ子市民 民川長治

泉主今守手i島3

ハーーノ¥ート.A'サイモン

アメリカン喝ピジネス a スクーJレ決

flj己 山田悼

科芋の本の本 ブル}ハックス紺

京艇でできる花粉症撃退法

ニット クリエイティブ編

※ 儲故 した潟詐は購入した凶の

。仔 し くは毎館にお尋ねを

( 3月 9日-4月28日〉

【審体み期間中配特別投彰〕

投露日 3月27円(ホ)、 28日(木〉、 30日

付〉、 4n.3日〈水)、 4[J (木)

投臨時間 11時、 14時の 2!ilj 

観覧料 100円(親号室#を 9持から発売)

1守護毛d~る会

容の翠盟と木足 金原を臨按ずるロ

u時 3月20日〈水) 18時-~20時

会場博物館科学教室、援とく参加日由〉

J

ベ

花

ー
の

吋

興

骨

討

、MH
?

」

J
小

本

ポ

ポ

様

市
計
三

f
均
六

態

ま

展

生

。

剖
刊
を
る

特

嘩

す

dn口
駅
判
ノ
パ

時

押

白

紹

f
，
血
管
て

J
レ

つ

るのか、博物蹴での調有結果を生かし、

生態などについて詳しく嵐示するロ

会期 3月 16日〈士) ~~ 4 Ji28f-J (日)

句会場 博物館科学教室

な混声合時護教室主

出戸 {{n時間平塚コールグリーンと 緒に歌

おう。

ー [1棺 4月 5GJ---26臼の毎週金陥!U 全 4
[!.，j 

-時間四時--211l手

・会場 青少年会鵡苦楽章

定員 10人〈先着順〉

、開鵠時間

x-三二f終日 9時 -21時部分

(日曜日のみ 9 時~lÎ時)

u1木賞宮S 1lf足当j-j助対日

交青少年金館

干制捜t}fjIDJl2--41 電話32~-7029

の更新子続ぎを?テつことになった。 4月から

iIき続いて利用されるh、および新たに利用

を希望されるガは 3[!持参考京で子続ぎを。

・利用できる方横四歳以と(除く高校生、

入上)で、市立加害賠の登撮をしている市

1~ (j)Jj 

り開館時間

火~日曜日 9 時~-16iìき上

(金曜日のみ 貸出宝と参考室は 9~j-''f~18時
3053ト)

日 休 館 段 毎週月曜日、 3月四日〈月) -4  

月 1日(月〉、特別整理期間

1〆臣j審轄干別世 間 前12一日 議話31--{)415

vプラネタリウムー繭十字裂をi患って
平塚から眺めることのできない南の空の控

たちをプラネタリウムを使って訪ねてみる。

合ラ綬窓会

3 }Jl7! iカ、ら 4JJ14 [1まーでの、

ピァオ暁拘zによる「まんが世界なし jを

i執するo こ一来場を。

ミ弘子itJj 10仏子、 γ (2["1) 

会場開書館 3時ホール

3月 17日 〈日 50タラ

かちかち山、やまんばと '1かた、ぷんぷく

茶がま、はちかつぎ姫

仁 4月 7司〔毘 44卦

シンデレラ、なかまはずれのこつもり、フ

ラ ンダ ス のいぬ、岩じいさん

fl14自{時 44卦

アラジンとまほうのランプ、さるのきも、

ありとぎりぎりす、鏡をならしたさきじ



鐸，4ア 6営

難問策医、病院で時閣安。 峰犠打は

!タ s;fiとご相談を。

鶴 料 会 無 料

購保険証、付 f健由子軌を持法

〈ア〉

窃埠樺センタ

，t" f~l:.)1J 1-; ロλ'.q 03; J 

駅山ハスタ ミゾ/シ 3 接線 【

争下itJ日 1"Jfii;i手3まアこGま間子rtn十】

民的なわ か時ゼエター J

O平揮探憧所

むlij(urJ6 -21 を ο1'3()

駅前ハスタ ミナル爵紳 てjlf

~ヘ f ヰ!

J Jj /F吉守 qH今3() -5-~ト ~llf弘子:lO ->r

去、ちゃんのおふろ(交野)、お父さ

んも絡にどうぞ

盟会場保健センター

語調!汗読の許可を得てからご老夫}![j

を。

麗 1:):了線操 F帳、 空手長記JrHi- (て

共通)、スラックス (1 と22ll)、

子ふさタオル(l5[]とJ8日)、エブ

口ン、三三角布(15日)を持参

輔 対象 円日せきの予防持揮を受け

る4乙変のないノ

出 l期 3か円以よ 6歳え角む乳

幼児。 3週間島ら約週間の問 で

J けるc

"誌月 ]1t1!の行口]1-JO_コT会ぞ長 IJ

から 1年以，L..l今わかけ以内に l

受ける。

額持挿ム 'ril(ず内{玄しー代柿仇院の

みで勾 f守jを通りて拡揖ごさるつ見

絹 11は医師とご相定を。

臨料金 料

醸保険心E、付 Y健出子中長を持参

診
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

検
診
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

健
康
説
健
康
づ
く
り
係
(
内
線
一

五
九
)
へ
。

くらしの勉強会

• 3汚 21怒 (主先)

「諒ちゃんを取り巻く化芋物質

講 師 河 愛 記 念 病 院 出 初

京本子氏

• 3 寺28臼(木)

「三多:令な食品のi翠びえjと食べ h

講師食♂問題研究家

土曽F宅 f古ム主

※日時 11ミH立し、ヲも乏 1 仔ク，}，~

31時30分保有笠あり

@会場 ひらつかスカイプラザ

e 定員 }加入(先諮問)

申込先地域づくり議民生前係

ヨ(
昔時

ところ 資少年会館と前広場

e 翻罪覇中 絵画、議選、お花、陶笈の展示

2Hヨ クイズウオークラリー(10時 e

ほ ほ え み 宅 急 侵 入 形 劇 (12時。

間療福祉講演会(16時;0分)

。22臼 社交ダンスパーティ (180，J) 

明 23沼 人形劇「ス;きな果のァ"のトで(l4時)

やよいパティ(18時〉

機擬民、ミニ SL、 ジ ン ズ コ ン テ

ス~，やよいちゃん大集合、お茶

席、台刷、殻汗来、太掃事、合気i邑

ぎお(;k)
5詩寺30分

※ 26U ~立与 1i!是 3 日時ま?と

ところ市渓プラザ

[内容}・海外の松本の展示llJJ7L-:、ポスター

の民々、、ピデヌTの i映

@子づくり絵本の会の展示

f守jいわせ地域づくり諜!1-i民文化情(内線 2印〉



平
成
2
年
間
月
か
ら
行
っ
て
い
た

市
営
土
産
謀
議
の
第
?
期
工
事
(
芝
生

墓
地
三
百
基
を
整
備
)
が
3
月
末
で

完

T
す
る
。
な
お
、
募
集
方
法
草
に

つ
い
て
は
広
報
ひ
ら
つ
か

4
月
号

(
4
月
日
自
発
行
)
で
お
知
ら
せ
す

ザ
匂
。

認玉縄ひ

い
開
問
く

平
明
暗
童
謡
の
会
主
世
に
よ
る
引
ひ

ら
つ
か
童
謡
の
っ
と
い
が
開
か
れ

る
。
入
場
自
由

マ
日
時

3
月
白
日
(
祝
)
午
挽
1

時
却
分

3

マ
会
場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

マ
出
積
回
ほ
さ
く
ら
幼
稚
悶
閥
、
道

和
幼
稚
問
、
曙
小
事
枝
、
難
普
小
学

校
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ほ
か

後
設
テ
ニ
ス
輪
組
笈
が
一

神
奈
川
県
体
育
協
会
で
は
、
初
心

者
を
対
象
と
し
た
婦
人
テ
ニ
ス
(
梗

式
)
教
室
を
開
く
。

マ
臼
器

4
月
四
日

5
6月
四
日
の

ー

ど

こ

の

家

廷

に

「

も

、

子

供

の

成

長

な
ど
に
よ
り
使
わ
な
く
な
っ
た

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
だ
使
え
る
も
の
安
ご
み
と
し

て
処
分
し
て
し
ま
う
こ
と
は
も

っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
に
も
不

用
品
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

毎
週
水
曜
日
(
除
く

5
円
1
日
て

全
日
田

@
時
間
午
前
日
時

1
午
後

1
時

ヤ
会
場
総
合
公
認
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

マ
定
員
却
人
(
抽
遺
)

マ
参
加
料
ヒ
千
円

申
し
込
み
は
、
す
橿
は
が
き
に
作

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
在
記

入
の
う
え
、

3
月
訂
日
(
水
)
ま
で

に
一
一
ザ
出
横
浜
市
神
奈
川
区
三
ツ
沢
西

町
3
3
2

神
奈
川
県
体
育
協
会
春

期
沼
探
テ
ニ
ス
教
室
係
(
電
話

C
四

瓦
!
一

i
O六
五
一
一
一
)
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
議
…

自
然
四
時
境
む
保
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
考
え
る
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
聾
成
講
座
が
潤
か
れ
る
。

マ
臼
砲

3
月
詣
日
(
火
)
《
団
内
一

(木)、

2
泊
3
B

円

v
会
場
県
立
湘
南
青
少
年
中
日
本

マ
定
員
高
校
生
却
人
(
先
着
順
)

守
内
容
野
外
活
動
、
キ
ゃ
ン
い
ル

フ
一
ノ
イ
ヤ
l
、
救
急
法
ほ
か

7
費
用
曲
目
料

マ
申
し
込
み
先
県
立
湘
南
青
少
年

の
事
(
電
話
出

1
0
六
七
六
)

総
務
庁
で
は
、
世
界
各
閣
の
脅
年

と
の
{
究
読
を
通
し
て
、
国
際
協
力
の

精
神
を
聾
っ
て
も
ら
う
青
年
海
列
派

遣
団
む
団
員
を
募
集
す
る
。

議りたい3君、惑ってiましい方

V

派
直
内
容

mw
飛
行
機
に
よ
る
青
年
海
外
派
昌
一
m

y
乞
)

②
位
界
青
年
の
船
内
入
(
叩
縛
13
泊

成
ま
で
の
乃
)

母
車
南
ア
ン
ア
青
年
の
船
日
人
(
同

議
1
却
歳
ま
で
心
方
)

マ
募
集
期
間

3
H即
日
(
水

)
1

2
1
0
i
~
k
一

d
F
1
i
f
 

詳
し
く
は
、
青
少
年
課
有
戎
怖

(
内
線
七
六
一
一
)
へ
つ

帯
都
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ

ベ
ル
ク
ク
ラ
フ
で
は
ト
問
峠
に
曜

い
す
で
ハ
J

キ
ン
グ
を
さ
れ
る
と
刀

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

中
期
日

4
円
引
け
(
日
)

マ
コ
ー
ス
小
出
話
駅
熱
海
唱
の

沢
公
調
付
金
山
十
出
陣
小
田

原
駅

マ
募
集
人
員
(
費
用
〕
辛
い
ヨ
心

々
日
人
(
師
、
料
一
、
市
一
J

ン
一
ア
ィ
ア

一
百
人
(
八
手
五
百
円
、
口
調
以
?

の
方
は
じ
千
五
百
円
)

守
申
込
先
福
祉
総
務
調
更
生
福
祉

偶
(
内
線
二
一
一
二

初
心
者
を
均
象
と
レ
た
簿
記
講
座

が
開
か
れ
る
。

マ
日
糧

4
月
1
日
(
月
)
ι
1
6
月

6
日
(
木
)
の
う
ち
全
話
回

-
時
間
午
控
6
時
に

8
昨

マ
会
場
平
塚
舟
i
会
議
所

マ
受
講
料
刀
ベ
子
パ

門

v
申
込
期
限

3
バ
ロ
け
f

マ
申
込
先
立
対
小
川
r
-

チ
議

E
2
1
ニ
-
1

〕
一

4
2
一

f

」

一
関
空
紫
教
家
を
間
関
く

…〉じ口時

4
円
6
H
-
4
)
守
山
一
川
9

花

J
o
f
)
1
7
0
?

5
3
Jノ
1
1
H
3
4
7

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
川
向
日
)

マ
講
師
閣
芸
研
究
主
宰
弓
十
本
幸
雄
氏

マ
内
高
冬
枯
し
δ
せ
た
観
技
法
槙
初

心管四日一

V
問
い
合
わ
せ
先
時
湘
南
闘
芸
出
町

読
コ
ー
ナ
(
革
話

m

O
五
九
一
一
)

軍
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
、
品
九
J

氾

津
謄
本
@
般
本
山
交
付
手
数
料
が

一
白
同
円
か
ら
ん
行
円
(
加
算
額
は
二

円
円
)
に
改
定
と
な
る
巳
そ
の
同
心

理
瓦
記
溜
閲
覧
手
数
料
な
ど
は
、
今
ま

で
ど
お
り
。

詳
し
く
は
、
横
浜
地
t
刀
法
前
回
￥

岡
部
出
張
所
存
地
点
お
一
一
一
九
六
(
〕
)
へ
。

e

ま
ち
か
と
キ
A
l

一
ブ
ソ
!
(
安
田
信

託
担
む
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
養
強
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{
M
D
A山
月
生
芯
麗
}
3
J心
凶
河

(火
)
F
1
1
4

吋

2
日
(
火
)羽

市

裕

階
M

ん

略

執

均

/

匂

イ

一
向
+
ノ

m

J
守

マ

リ
喝

た
れ平

解

よ
糊
糊
ち

騨

持

舗

を

間

口

問

鱗

南

町

議
F

組

不

者
間
同
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
凌
の
号
録
は
二
百
六
十
九
件
で

て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
込
時
に
ピ
ア
ノ
、
ヱ
レ
ク
ト
ー
ン
等
の

該
当
す
る
品
物
が
な
く
て
も
、
楽
器
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

三

か

舟

は

管

録

さ

れ

ま

す

。

な

お

、

登

録

さ

れ

た

品

物

は

登
録
で
き
る
品
物
は
子
供
用
「
広
報
ひ
ら
つ
か
川
地
犠
づ

衣
類
、
家
具
、
電
気
製
品
、
お
く
り
諌
窓
口
で
給
介
し
ま
す
の

も
ち
ゃ
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用

品

、

自

転

車

等

で

す

。

今

年

(

地

域

づ

く

り

ぎ

r韮

{
ま
ち
か
F
J
J
M

う
り
1
1

委
員
会
現

へy
j
兵
@
ヘ
厄
両
)

}

4
月

2
円

(
火
戸
丸
山
印
日
(
川
ヘ
)

e

街
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
v
r
探
郵
健
か
)

{
枠
山
一
一
三
苫
(
日
本
町
m

L

3
け
1

打
へ
金
)
(
〉
川
口

(
h
v
)

{書叶
J
M
R
}
4
日目

i
H
〔円
)

1

山

口
r

M
人

}

あたたかい
社
会
福
祉
基
金
は
、
同
m域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
怯
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ワ
γ
母
市
社
会
嬬

祉
協
議
会
(
福
祉
会
館
内
司
電
話
回

一
二
一
一
二
二
一
)
へ
c

寸
社
金
鴇
社
護
金
へ

e

朝
余
吾

十
万
円
、
丸
山
に
務
所
一

jr
万

円
、
日
本
午
ワ
ス
い
教
会
湘
」
一
問
教

会
a

千
葉
光
長
各
万
円
、
セ
ン

セ
ン
向
認
梅
埠
労
働
組
合
八
万
一

好
羽
ト
九
円
、

μ
時
め
く
み
幼
推
閣

同
一
々
七
千
二
百
四
十
八
円
、

U
M
:
直
積

諸
問
千
四
百
十
五
円
、
荒
川
八
銭

子
一
一
百
一
一
ト
円
、
平
塚
実
践
部
倫

理
研
究
所
タ
伊
蕗
英
光
・
こ
ど
L
U品
広

育
成
連
絡
協
議
会
喝
ぷ
i
イ
ス
カ
ウ

ト
半
堵
弟
3
回
各
五
千
円
、
湘
南

地
L
信
電
設
一
一
万
凡
千
七
i
l
五
円
、

伊
藤
エ
リ
カ
ヂ
二
一
一
巳
円
、
伊
藤

篤
世
-
千
五
百
円
、
伊
部
隙

rr'

人
形
講
座
受
講
ヨ
各
千
円
、
横

溝
義
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犬-
!!iJ:動物保護センター(電話58--3411)

では、やむを博ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫の引き絞りを行っている。

当日、利用される万は印鑑、犬白書量

札、注射諦謀、愛犬子艇を持書していた

だきたい。引き取り車の停留時間は10分

間i。

なお、犬、猫についての詩情、相談や

野犬の捕獲融頼も向セン3 へ。

( 3月25日(月) ) 9 : 50 
8 : 45 神田公民館 10ゃ 10

9 : 05 大野乏j民館 10: 35 
9 : 25 調間公民館 日必 05

10: 55 定訳公民館 [ 4丹
11 : 45 金日公民館 14: 20 

【4Fl6図〈土) J : 14 50 
9 : 05 横 内公民館 15: 15 八幡公民舘

9 : 30 
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